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い
き
な
り
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
玉
切
り
に
始
ま
り
、

プ
ロ
ッ
ト
調
査
で
の
太
さ
と
高

さ
の
測
樹
。
デ
ー
タ
整
理
を
し

て
、
地
位
指
数
と
相
対
幹
距
比

と
林
分
形
状
比
で
、
健
康
診
断
・

発行
KOA森林塾
（事務局）

℡0265-70-7065
編集　坂野慎治
題字　島﨑洋路

　
例
年
よ
り
も
遅
い
秋
が
よ
う

や
く
伊
那
谷
に
訪
れ
て
き
た
十

一
月
の
初
旬
。
遠
く
は
宮
城
や
兵

庫
か
ら
、
総
勢
十
六
名
の
方
々
が

参
加
し
て
く
れ
た
集
中
コ
ー
ス

秋
の
部
。

施
業
計
画
。
樹
の
傾
き
と
枝
張
り

を
み
て
、
受
け
口
・
追
い
口
・
つ

る
の
伐
倒
。
枝
を
払
っ
て
玉
切
り

し
た
ら
、
ウ
ィ
ン
チ
で
、
あ
る
い

は
人
力
で
、
寄
せ
て
集
め
て
簡
単

集
材
。
…
と
、
三
日
間
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
が
、
一
連
の
流
れ

の
な
か
で
ポ
イ
ン
ト
を
掴
ん
で
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
森
林
塾

は
「
何
か
」
を
提
供
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
皆

様
に
は
「
何

か
」
を
持
ち

帰
っ
て
頂
け

た
で
し
ょ
う

か
。

　
忘
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
、

分
か
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
、

こ
ん
な
山
は

ど

う

し

ま

し
ょ
う
…
な

ど
何
で
も
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
立
冬
ま
じ
か
の
肌
寒
い
季
節

に
、
し
か
も
慣
れ
な
い
山
作
業
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容
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集
中
コ
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秋
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集
中
コ
ー
ス
　
秋
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集
中
コ
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部

集
中
コ
ー
ス
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の
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木
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99999
時時時時時

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に

集
合
。
事
務
局
の
挨
拶
と
日

程
説
明
。
早
川
講
師
の
林
業

や
森
林
の
現
況
に
つ
い
て

や
森
林
整
備
の
必
要
性
の

講
義
。
塾
生
の
方
々
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
の

自
己
紹
介
。
班
分
け
。
ま
た
、

「
お
ー
い
、
山
へ
行
こ
う
よ
」

の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
く
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
休
憩
後
、
小
屋
の
前
で
体

操
を
し
て
か
ら
現
場
へ
向

か
う
。

1010101010
時時時時時

　
各
班
に
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

構
造
や
始
動
方
法
、
取
扱
時

の
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け

た
後
、

1010101010
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
丸
太
伐
り
を
行
う
。
下
刃
（
腹

刃
）
で
伐
り
下
げ
、
上
刃
（
背

刃
）
で
伐
り
上
げ
、
そ
し
て
回

し
伐
り
。
橋
渡
し
材
の
伐
り

方
や
椪
に
積
ま
れ
た
丸
太
の

造
材
。
玉
切
ら
れ
た
丸
太
を

立
木
に
見
立
て
て
、
受
け
口
・

追
い
口
の
練
習
を
行
っ
た
班

も
。

1212121212
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
森
林
調
査
に
つ
い
て
の
早
川

講
師
の
講
義
。
そ
の
目
的
や

測
樹
の
方
法
、
指
標
に
つ
い

て
。

1313131313
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
現
場
の
ヒ
ノ
キ
林
へ
移
動
し

つるを見ながら、追い口伐り

こずえをねらって･ ･ ･

直径巻尺は水平に

しっかりとした体勢で！

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部
開
催
報
告

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部
開
催
報
告

集
中
コ
ー
ス
秋
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部
開
催
報
告

集
中
コ
ー
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部
開
催
報
告
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中
コ
ー
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催
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『
元
気
な
森
に
す
る
た
め
に
』

『
元
気
な
森
に
す
る
た
め
に
』

『
元
気
な
森
に
す
る
た
め
に
』

『
元
気
な
森
に
す
る
た
め
に
』

『
元
気
な
森
に
す
る
た
め
に
』
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1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
伐
倒
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻

る
。

1616161616
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
講
師
講
評
の
あ
と
終
了
、
解

散
。

55555
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
へ
集
合
。

体
操
・
日
程
説
明
の
後
、
今
日

も
分
乗
で
現
場
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時

　
昨
日
に
続
い
て
伐
倒
・
枝
払

い
・
造
材
。
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

の
枝
払
い
音
が
響
き
、
玉
切

ら
れ
た
材
が
そ
こ
か
し
こ
に
。

1111111111
時時時時時

　　　　　
寄
せ
て
集
め
て
簡
単
ウ
ィ
ン

チ
「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」
登
場
。

赤
い
帽
子
に
玉
切
り
材
を
入

れ
て
集
め
ま
す
。
二
班
毎
に

合
同
で
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
現
場
に
て
昼
食
。
昼
休
み
に

昨
日
で
き
な
か
っ
た
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

て
測
樹
開
始
。
10
ｍ
×
10
ｍ

の
プ
ロ
ッ
ト
調
査
。
そ
の
中

の
全
て
の
木
の
太
さ
を
直
径

巻
尺
と
輪
尺
で
測
り
、
樹
高

は
選
抜
し
た
数
本
に
つ
い
て
、

ワ
イ
ゼ
や
ブ
ル
ー
メ
ラ
イ
ス

と
い
っ
た
測
高
器
で
、
あ
る

い
は
釣
り
竿
や
ポ
ー
ル
や
輪

尺
を
用
い
て
測
定
。
林
齢
は
、

切
り
株
の
年
輪
を
数
え
て
。

1515151515
時時時時時

　　　　　
小
屋
に
て
デ
ー
タ
整
理
。
林
地

の
力
を
位
分
け
し
た
地
位
指

数
を
判
定
し
、
相
対
的
な
樹

幹
と
樹
幹
の
距
離
を
、
樹
高

と
の
比
率
で
求
め
る
相
対
幹

距
比
を
計
算
。
地
位
指
数
は

樹
種
と
林
齢
と
上
層
樹
高
か

ら
、
相
対
幹
距
比
は
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
本
数
と
上

層
樹
高
か
ら
。
ど
ち
ら
も
上

層
樹
高
が
共
通
項
と
い
う
点

に
注
目
で
す
。
そ
し
て
、
林
分

形
状
比
は
、
樹
高
と
直
径
の

バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ
ち
ら
も

樹
高
が
。

1717171717
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
講
師
講
評
後
、
終
了
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
手
際
よ
く
準
備
が
進
み
、
交
流

会
開
始
。
恒
例
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
ビ
ー
ル
と
日
本
酒
。

用
意
し
た
食
材
は
、
瞬
く
間

に
消
費
さ
れ
、
追
加
購
入
に

走
る
。

44444
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、
早
川
講

師
か
ら
指
標
の
説
明
や
施
業

方
針
の
策
定
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
る
。
ま
た
、
ま
す
み
ヶ

丘
の
全
体
構
想
に
つ
い
て
も

概
要
を
説
明
し
て
頂
く
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
休
憩
後
、
施
業
方
針
の
立
案
を

各
班
に
て
。
10
年
後
あ
る
い

は
25
年
後
に
相
対
幹
距
比
17

％
と
す
る
と
…
。
50
年
生
時

に
20
％
と
す
る
と
…
。
針
広

混
交
林
へ
と
誘
導
し
た
い
の

で
、
現
在
24
％
に
し
て
向
こ

う
三
年
間
笹
刈
り
を
行
い
、

10
年
後
再
び
24
％
と
す
る

と･･･

。

1010101010
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
各
班
の
方
針
を
発
表
。
講
師
講

評
。
そ
の
後
、
現
場
へ
行
っ
て

プ
ロ
ッ
ト
内
の
保
残
木
を

マ
ー
キ
ン
グ
す
る
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
小
屋
で
昼
食
。

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
分
乗
し
て
現
場
へ
。
着
後
、
早

川
講
師
に
よ
る
伐
倒
実
演
。

枝
張
り
・
樹
の
傾
き
か
ら
の

伐
倒
方
向
判
断
や
受
け
口
・

つ
る
・
追
い
口
と
い
っ
た
伐

倒
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け

る
。

1313131313
時時時時時
4040404040
分分分分分
　

　
各
班
で
は
、

さ

ら

に

チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
バ

ラ
ン
ス
、
伐

倒

に

あ

た
っ
て
の

立
ち
位
置

の
説
明
を

受
け
て
、
伐

倒
開
始
。
樹

の
傾
き
と

集
材
方
向
を
考
慮
し
た
伐
倒

が
続
く
。
各
班
と
も
太
め
の

ア
カ
マ
ツ
の
伐
倒
と
な
り
、

か
か
り
木
の
処
理
に
四
苦
八

苦
。

輪尺で樹高測定もできます

動滑車でこんな太い木も、エイヤッ！！

メンテの最後に、オイルの確認
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行
う
。
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
の

掃
除
の
時
は
、
チ
ョ
ー
ク
状

態
で
。
カ
バ
ー
を
は
ず
し
て
、

バ
ー
と
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
分

離
。
掃
除
を
し
て
組
み
立
て

た
ら
目
立
て
で
す
。
4
ミ
リ

の
丸
ヤ
ス
リ
で
30
度
。
ま
っ

す
ぐ
に
一
方
通
行
。
す
べ
て

の
刃
を
同
じ
回
数
研
磨
す
る
。

最
後
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
、

オ
イ
ル
が
適
量
か
、
み
て
み

ま
す
。

1313131313
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
作
業
再
開
。
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で

集
材
を
す
る
班
、
伐
倒
を
す

る
班
、
動
滑
車
を
駆
使
し
て

ロ
ー
プ
で
の
人
力
集
材
を
す

る
班
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業

で
間
伐
が
進
み
、
丸
太
が
集

め
ら
れ
て
ゆ
く
。

1414141414
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1515151515
時時時時時

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
井
上
さ
ん
、
榎
さ
ん
、

大
村
さ
ん
、
熊
木
さ
ん
、
佐
川

さ
ん
ご
夫
妻
、
田
上
さ
ん
、
田

口
さ
ん
、
丹
治
さ
ん
、
中
島
さ

ん
、
仲
盛
さ
ん
、
日
暮
さ
ん
、

平
田
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
、
松
本

さ
ん
、
村
瀬
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
小
泉
、
後
藤
、
平
林
、

藤
原
、
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
十
五

第
十
五

第
十
五

第
十
五

第
十
五
・・・・・
十
六
回

十
六
回

十
六
回

十
六
回

十
六
回

　　　　　
1212121212
月月月月月
22222
・・・・・
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日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
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土
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土
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炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き
・・・・・
復
習
復
習
復
習
復
習
復
習

　
移
動
式
炭
化
炉
を
使
っ
て
、
で

き
れ
ば
ド
ラ
ム
缶
で
も
炭
焼
き

を
し
て
み
ま
す
。
材
の
仕
込
み
、

火
入
れ
の
後
は
火
の
番
で
す
。
そ

の
間
は
、
希
望
者
で
少
し
早
い
忘

年
会
。
幹
事
さ
ん
募
集
中
で
す
。

可
能
な
方
は
火
の
番
を
し
つ
つ

小
屋
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　
翌
日
は
、
炭
出
し
の
後
、
保
科

先
生
の
山
林
見
学
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
炭
出
し
時
は
マ

ス
ク
・
タ
オ
ル
な
ど
が
必
要
で

す
。
希
望
者
は
炭
を
お
持
ち
帰
り

頂
け
ま
す
の
で
、
米
袋
な
ど
持
参

く
だ
さ
い
。
8
時
30
分
、
島
﨑
先

生
の
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

　　　　　
33333
月月月月月
44444
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

     
     
     
     
     

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

　
早
い
も
の
で
平
成
17
年
度
の

最
終
回
に
な
り
ま
す
。
ナ
ラ
な
ど

の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
や
ナ
メ
コ

を
種
駒
を
打
ち
込
む
方
法
と
鋸

菌
を
塗
る
方
法
で
植
菌
し
て
み

ま
す
。
島
﨑
先
生
の
小
屋
に
8
時

30
分
集
合
で
す
。
こ
の
時
期
、
積

雪
や
凍
結
な
ど

道
路
状
況
に
ご

注
意
願
い
ま
す
。

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

　
　
吉
野
林
業
地
視
察
研
修

　
　
吉
野
林
業
地
視
察
研
修

　
　
吉
野
林
業
地
視
察
研
修

　
　
吉
野
林
業
地
視
察
研
修

　
　
吉
野
林
業
地
視
察
研
修

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
川
島

さ
ん
が
会
長
を
お
務
め
に
な
る

上
伊
那
林
業
士
会
と
、
保
科
先

生
が
前
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
上
伊
那
林
業
経
営
者
協
会
の

合
同
視
察
研
修
に
便
乗
さ
せ
て

も
ら
い
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
事
務

局
の
面
々
は
名
に
し
負
う
奈
良

県
の
吉
野
林
業
地
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
吉
野
林
業
地
と
は
奈
良
時
代

に
役
の
行
者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う

じ
ゃ
）
が
修
験
道
の
霊
山
と
し

て
開
い
た
大
峰
山
系
と
、
年
間

雨
量
が
四
千
ミ
リ
に
達
す
る
大

台
ケ
原
を
主
峰
と
す
る
台
高
山

脈
に
挟
ま
れ
た
川
上
村
、
東
吉

野
村
、
黒
滝
村
の
三
村
で
構
成

さ
れ
る
吉
野
川
上
流
の
地
域
を

指
し
ま
す
。
足
利
時
代
末
期
に

既
に
造
林
が
行
わ
れ
て
い
た
記

録
が
あ
り
、
現
存
す
る
日
本
最

古
の
人
工
林
も
見
学
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
人
工

林
の
中
で
最
も
古
い
の
は
樹
齢

約
三
百
九
十
年
の
ス
ギ
で
、
な
か

で
最
大
の
も
の
は
胸
高
直
径
百

七
十
二
cm
、
高
さ
が
約
五
十
三
ｍ

も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
大
ス
ギ

は
晩
年
の
徳
川
家
康
と
同
じ
空

気
を
吸
い
、
そ
し
て
今
ひ
ん
や
り

と
し
た
森
の
中
で
二
十
一
世
紀

の
世
の
中
を
静
か
に
眺
め
て
い

ま
し
た
。

　
吉
野
林
業
の
特
徴
は
密
植
、
多

間
伐
、
長
伐
期
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ギ
は
八
千
〜
一
万
二
千
本

(

ha
当
た
り)

、
ヒ
ノ
キ
な
ら
七

千
〜
八
千
本(

〃)

と
い
う
密
な

植
付
け
で
、
植
栽
後
三
年
ほ
ど
す

る
と
樹
冠
が
閉
鎖
し
、
下
草
も
ほ

と
ん
ど
生
え
な
く
な
る
そ
う
で

す
。
そ
し
て
保
育
の
た
め
の
間
伐

は
三
〜
五
年
に
一
回
、
四
十
年
を

過
ぎ
る
と
利
用
間
伐
と
な
り
七

〜
十
年
に
一
回
の
繰
り
返
し
。
こ

こ
は
元
来
、
酒
樽
を
初
め
と
す
る

樽
丸
太
の
生
産
を
主
目
的
と
し

て
発
生
し
た
林
業
で
、
年
輪
巾
が

狭
く
（
一
cm
に
八
つ
以
上
）
均
一

な
も
の
を
目
指
し
て
い
た
た
め

に
伐
期
は
長
く
、
百
年
を
ひ
と
つ

の
め
ど
と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

実
際
、
宿
で
使
っ
て
い
る
、
吉
野

杉
の
間
伐
材
の
端
材
で
作
っ
た

割
り
箸
は
、
一
つ
の
面
に
少
な
く

と
も
二
本
の
年
輪
が
通
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
江
戸
時
代
後
半
か
ら
、
貧
し
さ

の
た
め
に
地
元
民
は
次
々
と
山

林
を
手
放
し
、
村
外
者
へ
の
山
林

の
集
中
が
す
す
み
ま
し
た
。
そ
の

山
林
を
維
持
管
理
す
る
の
は
地

元
の
山
守
さ
ん
で
、
村
外
山
主
の

山
林
を
数
百
ha
か
ら
多
い
人
で

千
ha
ほ
ど
管
理
委
託
を
受
け
、
保

育
や
素
材
生
産
を
担
っ
て
い
ま

す
。
山
守
さ
ん
は
世
襲
で
あ
り
、

長
期
的
視
点
を
持
っ
て
持
続
可

能
な
森
林
経
営
を
行
い
つ
つ
吉

野
の
優
良
財
生
産
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
二
日
間
私
た
ち
を
案
内
し
て

く
れ
た
民
辻
善
博
さ
ん
も
六
百

ha
の
山
林
を
管
理
す
る
山
守
さ

ん
で
、
職
人
と
し
て
の
自
信
と
頑

固
さ
、
そ
し
て
親
方
と
し
て
の
懐

の
広
さ
を
併
せ
持
つ
、
じ
つ
に
気

持
ち
の
よ
い
方
で
し
た
。
二
百
二

十
年
物
の
ヒ
ノ
キ
の
輪
切
り
や

枝
、
ス
ギ
の
根
張
り
な
ど
を
お
土

産
に
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
と
ま
れ
、
現
代
林
業
を
包
む
構

造
的
な
苦
し
さ
は
、
多
く
の
林
業

地
の
お
手
本
と
な
っ
た
こ
の
吉

野
林
業
地
を
も
例
外
扱
い
を
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
間
伐
な
ど
の
手

入
れ
が
滞
り
始
め
て
い
る
山
林

も
少
し
ず
つ
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
修

験
者
が
今
も
歩
く
吉
野
の
山
々

に
は
町
の
人
々
の
時
間
と
は
全

く
別
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。



平成１ 7 年度(2005)第 9 号 1 1 月 2 8 日( 4 )森　林　塾　通　信

投稿大歓迎。ご意見、ご質
問、ご要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
sh-sakano@koanet.co.jp
ki-hayakawa@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

 

帰
り
際
、
十
年
前
の
記
憶
を
辿

り
な
が
ら
訪
れ
た
つ
り
ば
な
の

木
に
逢
っ
て
き
ま
し
た
。
す
で
に

盛
り
を
終
え
た
そ
の
木
に
は
、
数

個
の
実
が
付
い
て
い
た
だ
け
で

し
た
が
、
今
も
健
在
で
在
る
事
を

確
認
し
、
ほ
っ
と
し
な
が
ら
、
又

い
つ
か
綺
麗
な
紅
葉
と
か
わ
い

ら
し
い
赤
い
実
を
た
く
さ
ん
付

け
た
そ
の
姿
に
逢
い
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

鳶]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
じ
ん
わ
り
と
秋
が
や
っ
て
き

て
、
ゆ
っ
く
り
と
色
づ
い
て
い
く

黄
色
や
赤
の
葉
。
静
か
に
顔
を
出

す
き
の
こ
た
ち
。
大
寒
を
過
ぎ
、

朝
も
冷
え
込
ん
で
き
て
、
い
つ
雪

が
降
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い

時
季
に
、
カ
ラ
マ
ツ
の
落
ち
葉
が

道
を
覆
う
。
　
そ
ん
な
秋
と
冬
の

季
節
の
入
り
混
じ
っ
た
よ
う
な

今
日
こ
の
頃
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
皆
様
、
体

調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
、
ご
自

愛
下
さ
い
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
紅
葉
が
や
っ
と
里
ま
で
降
り

て
き
ま
し
た
。
初
雪
の
便
り
も
聞

こ
え
、
山
は
冬
仕
度
を
始
め
た
よ

う
で
す
。

　
十
月
の
終
わ
り
に
友
人
と
乗

鞍
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
道
沿
い
の

大
き
な
桂
の
木
が
黄
色
く
色
ず

き
、
陽
の
光
に
透
け
た
葉
が
は
ら

は
ら
と
舞
い
落
ち
、
風
が
桂
の
紅

葉
す
る
時
に
出
す
甘
い
香
り
を

は
こ
ん
で
来
ま
し
た
。
青
い
空
を

バ
ッ
ク
に
乗
鞍
岳
は
白
く
雪
化

粧
を
し
、
標
高
の
低
い
山
は
紅
葉

で
、
友
人
と
私
は
歓
声
を
あ
げ
て

喜
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
高
原
に

は
ノ
バ
ラ
の
赤
い
実
が
そ
こ
か

し
こ
に
実
り
、
ま
つ
む
し
草
が
行

く
季
節
を
お
し
む
か
の
よ
う
に

花
を
咲
か
せ
、
か
え
で
は
美
し
い

朱
赤
に
染
ま
り
、
つ
り
ば
な
が
か

わ
い
ら
し
い
赤
い
実
を
つ
け
て

い
ま
し
た
。

　
自
然
が
見
せ
て
く
れ
る
風
景

と
言
う
の
は
、
人
の
想
像
を
遥
か

に
超
え
る
美
し
さ
を
見
せ
て
く

れ
る
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
秋

期
の
集
中
コ
ー
ス
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
丹
治
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
今
年
の
四
月
か
ら
、
社

有
山
林
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

担
当
す
る
西
日
本
社
有
林
の
面

積
は
お
よ
そ
二
千
五
百
ha
弱
で
、

殆
ど
は
兵
庫
県
に
あ
り
ま
す
が
、

中
国
、
四
国
、
九
州
の
合
計
九
箇

所
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
間
伐

等
の
実
作
業
は
、
森
林
組
合
や

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

社
有
林
に
は
九
〜
十
齢
級
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
多
く
、

そ
の
殆
ど
は
間
伐
が
大
き
く
遅

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
当
面

は
、
と
も
か
く
間
伐
を
推
進
す

る
事
が
急
務
で
す
。

　
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
迄
は
、
ス

ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
区
別
が
出
来
な

い
く
ら
い
で
し
た
か
ら
、
自
分
な

り
に
は
勉
強
し
て
い
る
の
で
す

が
、
知
識
も
経
験
も
全
然
足
り
な

い
と
実
感
す
る
日
々
で
す
。
ま
ず

は
間
伐
に
つ
い
て
も
っ
と
知
ら

な
い
と
、
と
思
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
集
中

コ
ー
ス
は
う
っ
て
つ
け
の
内
容

で
し
た
。
毎
木
調
査
か
ら
間
伐
方

針
策
定
・
選
木
ま
で
の
流
れ
と
、

間
伐
、
集
材
迄
を
一
通
り
体
験
で

き
た
事
で
、
今
ま
で
細
切
れ
で
曖

昧
だ
っ
た
知
識
を
、
少
な
く
と
も

基
礎
は
一
つ
の
流
れ
と
し
て
習

得
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
、

以
前
に
取
っ
た
毎
木
調
査
結
果

を
手
直
し
し
て
評
価
し
、
長
期
の

施
業
方
針
を
立
て
て
み
た
り
、
と

教
わ
っ
た
事
の
復
習
を
し
て
い

ま
す
。

　
但
し
、
私
は
、
判
断
は
数
値
で

す
る
の
で
は
な
く
、
数
値
化
出
来

な
い
、
微
妙
な
、
感
覚
的
な
と
こ

ろ
を
感
じ
取
る
事
こ
そ
大
事
と

考
え
て
い
ま
す
。

作
業
者
の
方
と
一

緒
に
山
に
入
る

と
、
知
識
の
豊
富

さ
は
勿
論
、
観
察

力
の
細
や
か
さ
、

評
価
の
正
確
さ
に

感
心
し
ま
す
。
そ

れ
は
数
値
化
や
言

葉
で
の
説
明
が
難

し
い
、
大
変
感
覚

的
な
も
の
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
も
、
最
後
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
も
つ
“
勘

”
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
身
に
着

け
る
に
は
、
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
す

必
要
が
有
る
と
思
う
の
で
す
。

　
林
業
は
特
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。
森
林
の
特
徴
と
し
て
、
一

つ
目
に
、
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す

要
因
が
非
常
に
多
く
複
雑
で
、
理

論
の
み
で
は
結
果
を
予
測
し
き

れ
な
い
事
、
二
つ
目
に
、
主
要
な

要
因
が
、
土
壌
や
気
候
等
、
地
域

に
よ
る
差
が
大
き
い
事
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

理
屈
の
み
で
考
え
を
巡
ら
せ
て

も
、
枝
葉
が
多
く
て
実
り
が
少
な

い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
一

箇
所
で
成
功
し
た
手
法
を
た
だ

水
平
展
開
す
る
の
で
は
、
当
然
条

件
が
異
な
る
の
で
成
功
は
お
ぼ

つ
か
な
い
、
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
よ
く
言
わ

れ
る
様
に
、
や
は
り
そ
の
現
場
を

よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
非
常
に

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
漫

然
と
眺
め
て
い
て
も
観
察
し
た

事
に
は
な
ら
ず
、
問
題
意
識
を

持
っ
て
、
そ
れ
は
も
う
相
当
に
研

ぎ
澄
ま
し
た
感
性
を
持
っ
て
、
観

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
す
。

　
毎
木
調
査
等
、
測
定
の
効
果

は
、
数
値
化
出
来
る
事
も
そ
う
で

す
が
、
そ
の
作
業
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
深
く
観
察
で
き
る
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
深
く

観
察
す
る
事
で
、
数
値
化
で
き
な

い
部
分
を
感
じ
る
“
勘
”
、
感
性

を
研
ぎ
澄
ま
す
事
が
出
来
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
又
、
一
番
“
勘
”
を
身
に
つ
け

て
い
る
の
は
、
一
番
現
場
と
接
し

て
い
る
実
作
業
者
で
す
。
実
作
業

者
は
、
現
場
を
歩
き
、
木
を
伐
る

事
で
、
毎
日
の
様
に
五
感
を
使
っ

て
森
林
を
感
じ
て
い
ま
す
。
実
作

業
を
す
る
事
で
、
森
林
を
深
く
知

る
事
が
出
来
、
よ
り
深
く
間
伐
作

業
を
理
解
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、

今
回
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
採
と
集

材
を
体
験
で
き
た
事
は
と
て
も

良
い
経
験
だ
っ
た
と
思
う
し
、
出

来
れ
ば
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
測
定
や
、
実
作

業
や
、
観
察
を
す
る
事
で
、
も
っ

と
森
林
を
深
く
知
り
た
い
、
と
思

う
の
で
す
。

　
最
近
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
俺
の
足
跡

が
森
の
肥
や
し
に
な
る
」。
三
重

県
　
速
水
林
業
の
前
社
長
、
速
水

勉
氏
が
よ
く
使
わ
れ
る
そ
う
で

す
。
管
理
者
が
現
場
を
歩
く
事
に

優
る
肥
料
は
有
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
仕
事
は
、
西
日
本
部
分
の

社
有
林
二
千
五
百
ha
の
再
生
で

す
。
そ
の
為
に
、
研
ぎ
澄
ま
し
た

感
性
を
持
っ
て
二
千
五
百
ha
の

森
林
を
歩
き
回
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
す

為
、
来
年
の
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
通
年

コ
ー
ス
に
は
、
是
非
参
加
さ
せ
て

頂
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
、
通
年
コ
ー
ス
参
加
の
為
、

ま
あ
こ
ん
な
説
明
で
上
司
を
説

得
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。


